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	１．接続機器
	２．使用方法
	(2) ペーストを電極の表面に塗り、電極を耳朶に付けます。
	(3) すべての接続コネクタを電極BOXに接続します。
	(4) 接触インピーダンスチェックを行い、抵抗が高い電極は付
	け直します。
	(5) 測定を開始します。
	(6) 測定後、電極を耳朶からゆっくり外し、耳朶に付着した脳波
	ペーストを水又は消毒用エタノールで拭き取ります。
	(7) 電極部に付着した、脳波ペーストはガーゼ等で拭き取るか、
	水で洗い流し水分を拭き取り乾燥させます。
	１．貯蔵・保管方法
	２．使用環境
	３．耐用期間
	(2) しばらく使用しなかった電極を使用する場合は、使用前に必ず正常にかつ安全に動作することを確認すること。

